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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

俳句 森　史子さん
（新北）

念願叶って流氷を見て来
た。サハリンから南下し、
北海道沿岸に接岸している
果てしない流氷群。零下
10度の丘に立ち、夕映え
のみごとな美しさに言葉を
失い、自然への敬意を抱い
た。そして日没の素早さに、
終末を迎えた私の人生を重
ね立ち去り難いものがあっ
た。

押し花 福井淑子さん
（永谷）

裏池の春の風景を押し花にしまし
た。立波草やみやこ草で、春を表現し
てみました。水面の表現もうまく出来
たと自信の作品です。

流
氷
へ  

夕
日
大
き
く  

す
べ
り
込
む

隅田知明さん
（中山）木彫

この作品は、中山不動尊のお姿に感動し、
彫らせていただいたものです。木彫教室に
誘われたとき、何でも好きなものをという
ので、一人で仏様を彫っています。誰か一
緒に仏様を彫ってみませんか?

実
用
書
か
ら
年
賀
は
が
き
ま
で

書
道
を
楽
し
く

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
郷さ

と

の
会

郷
の
会
（
書
道
）
で
は
、

実
用
書
、
慶
弔
書
、
手
紙
文
、

年
賀
は
が
き
な
ど
日
常
書
く

こ
と
の
多
い
書
の
学
習
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。
万
年
毛

筆
、
小
筆
で
気
軽
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

第
１
、第
２
、第
４
の
金
曜
日（
月
に
よ
っ

て
変
更
有
）　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

郷
の
会 

代
表 

小
南
☎（
０
９
０
）

９
４
８
１
局
７
１
２
８
番
ま
で

長
谷
観
音
春
の
大
祭
に

南
陵
塾
イ
ベ
ン
ト
開
催

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
陵
塾

４
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
は
、

長
谷
観
音
春
の
大
祭
が
行
わ
れ
、

こ
の
２
日
間
は
、
国
指
定
重
要
文

化
財
で
あ
る
十
一
面
観
音
立
像
の

ご
開
帳
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
南
陵
塾
で
は
、
次
の
と
お
り
、

長
谷
観
音
春
の
大
祭
に
合
わ
せ
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
と
き　

４
月
17
日
（
火
）、
18
日

（
水
）

●
と
こ
ろ　

長
谷
観
音

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

南
陵
塾
事
務
局
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で

第
21
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の
と

お
り
第
21
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者

が
多
数
出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟
（
中
央
公
民
館
内
）
☎

４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

軟
式
野
球
連
盟
直
鞍
支
部

審
判
員
募
集

●
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
福
岡
県
直
鞍
支
部

野
球
の
大
好
き
な

人
、
審
判
員
に
興
味

の
あ
る
人
、
野
球
経

験
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。
男
女
問
わ
ず

親
切
・
丁
寧
に
指
導

し
ま
す
。

●
主
な
活
動　

学
童
、
中
学
校
体
育
連
盟
、
一
般

の
軟
式
野
球
の
審
判
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

全
日
本
軟
式
野
球
連
盟
福
岡
県

直
鞍
支
部　

渡
邊
☎
（
０
８
０
）
６
４
２
３
局

４
７
１
３
番
ま
で

ま
た
、南
陵
塾
で
は
、

和
太
鼓
教
室
の
生
徒

を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
、
関
心
の
あ

る
人
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
見
学
や
体
験
入

会
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
内
容　

小
学
生
か
ら

社
会
人
ま
で
各
種

コ
ー
ス
が
あ
り
、
太

鼓
の
基
本
動
作
な
ど

太
鼓
の
楽
し
さ
を
学

び
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し

い
こ
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
南
陵
塾
☎
４
２
局

６
５
７
１
番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

押し花手編み
ヨークを後で編むガーターラインベ

ストを編みました。縦、横のガーター
編みをし、それぞれを拾い目し合わせ
ていくのが思うようにいきませんでし
た。でも、出来
上がってみると
満足のいく作品
になりました。

桜の咲く頃、根元で目立たぬよう
に咲いているそんなまむし草です。
かわいい姫うつぎと合わせてみまし
た。今まで、気にもとめなかった花
が押し花をは
じめて目につ
くようになり
ました。いい
作品が出来る
と「お花に感
謝」してます。

竹松孝子さん
（直方市）

谷田ツルヱさん
（中山）

Relay Essay

私
は
、
今
の
事
業
の
経
営
者
に
至
る
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
就
職
し
て
き

ま
し
た
。
当
時
の
私
は
、
社
会
の
ル
ー
ル

が
何
た
る
も
の
か
も
わ
か
ら
ず
物
事
を

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
無
知
な
私

で
も
幾
年
の
歳
月
を
迎
え
る
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
出
会
い
や
別
れ
を
経
験
し

て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
人
と
の

出
会
い
に
関
し
て
言
え
ば
こ
れ
ほ
ど
大

切
な
こ
と
は
な
い
と
今
で
も
思
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
私
の
出
会
い
は
20
歳
の
頃
で
す
。
当
時

働
い
て
い
た
建
設
会
社
で
、
す
ご
く
怖
い

先
輩
と
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
た
と
き
で
し

た
。
そ
の
日
は
、
た
ま
た
ま
６
月
の
父
の

日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
が
模
様
さ

れ
て
い
る
時
期
で
、
当
時
の
私
は
父
の
日

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
と
い
っ
た
行
為

は
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
が
先
に
あ
り
、
渡

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

と
き
、
一
緒
に
い
た
怖
い
先
輩
が
突
然

私
に
優
し
い
言
葉
で
こ
う
言
っ
た
の
で

す
。「
お
前
、父
親
お
る
ん
や
ろ
？
そ
し
た

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
さ
な
い
け
ん
ぞ
。」
い

つ
も
は
厳
し
い
表
情
で
叱
る
先
輩
が
な

ぜ
そ
の
と
き
だ
け
優
し
い
言
葉
で
そ
う

言
っ
た
か
は
じ
め
は
理
解
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
は
、
そ
の
先
輩
に
は
幼
少
の

頃
か
ら
お
父
さ
ん
が
い
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
今
ま
で
、
変
な
プ
ラ
イ
ド
を
貫
き

通
し
て
生
き
て
き
た
自
分
が
情
け
な
い

と
同
時
に
恥
ず
か
し
く
も
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
て

い
ま
す
。
今
思
う
と
そ
の
先
輩
と
の
『
出

会
い
』
が
な
か
っ
た
ら
今
で
も
世
間
知
ら

ず
の
大
人
の
ま
ま
成
長
し
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
そ
の
先
輩
の
言
葉
が
私

の
心
の
片
隅
に
重
く
の
し
か
か
り
、
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
今
、
一

人
で
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
る
な

ら
僕
は
言
い
た
い
。『
我
、
一
人
で
悩
む

べ
か
ら
ず
出
会
い
は
宝
だ
』
と
…
…
。

次
回
は
、
野
上　

勉
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
松
　
新
二
さ
ん
（
中
山
・
39
歳
）
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ー
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セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

一
枚
の
毛
布
が
心
を
つ
な
ぐ

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
直
鞍
支
部

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
で
は
、
自
然
災
害
、
社

会
情
勢
に
よ
り
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
た
ち
に
毛
布
を
送

る
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
毛
布
一
枚
に
つ
き
千
円
の
輸
送
料
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
毛
布
で
な
く
輸
送
料
の
一
部
の
負
担
で
も
可
）事
前
に
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳
し
い
内
容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

●
収
集
期
間　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
５
月
23
日
（
水
）

●
注
意
点　

破
れ
た
毛
布
、
綿
毛
布
、
ベ
ビ
ー
毛
布
、
こ
た
つ
布

団
、ダ
ブ
ル
サ
イ
ズ
の
毛
布
な
ど
は
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
・
水

上
☎
４
２
局
２
２
５
２
番
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

●	

読
み
聞
か
せ
ピ
ヨ
ピ
ヨ

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ

ヨ
ピ
ヨ
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ
活
動

の
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら
じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お

手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局
７
８
１
７
番
ま
た
は

中
央
公
民
館
ま
で


